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■ 要  旨 ■ 

著者らは、近年周波数領域での解析のみならず、時間領域での解析においても、高い性能で反射波を吸

収する PML(Perfectly Matched Layer)境界に着目し、これまで様々な検討を行ってきた。今回は橋梁構造物

を例に、地盤－構造物系の地震応答解析において、Convolutional PML の有効性を示す。また著者らは、PML

のパラメータ設定が解析精度に与える影響を検討し、最適な PMLのパラメータを以前の文献において探索

していたが、各パラメータの感度についてまでは詳細に検討できなかった。本論文において、さらにパラ

メータの影響について検討する。さらに、地盤の境界

条件設定でこれまで課題とされてきた表面波の解析に

おける Convolutional PMLの有効性についても検討する。

これまで表面波解析においては有効な境界条件は示さ

れておらず、解析領域を大きく確保することが考えら

れていたが、このような解析に対しても Convolutional 

PML を用いることで、解析領域を小さくしても精度の

向上が図れることを示す。 
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図-1 解析モデル（表面波検討） 

図-2 応答加速度時刻歴（粘性+切り欠き力） 

図-3 応答加速度時刻歴（Convolutional PML） 


